
令和７年度年間指導計画・評価計画（音楽）           福生第二中学校 第２学年 

月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

4 

5 

新しい出会いを大切

に！歌声を合わせる

喜びを味わおう（３） 

[知]声の音色や響き

及び言葉の特性と曲

種に応じた発声との

関わりを理解する。 

[技]創意工夫を生か

した表現で歌うため

に必要な発声，言葉の

発音，身体の使い方な

どの技能を身に付け

る。 

[思]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，曲にふさわしい歌

唱表現を創意工夫す

る。 

[態]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，曲にふさわしい歌

唱表現を創意工夫す

る学習に主体的・協働

的に取り組む。 

[知] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりについて理解して

いる。 

[技] 創意⼯夫を⽣か

した表現で歌うために

必要な発声，⾔葉の発

⾳，⾝体の使い⽅など

の技能を身に付け，歌

唱で表している。 

 

[思] 音色，リズム，テ

クスチュア，構成を知

覚し，それらの働きが

生み出す特質や雰囲気

を感受しながら，知覚

したことと感受したこ

ととの関わりについて

考え，曲にふさわしい

歌唱表現としてどのよ

うに表すかについて思

いや意図をもってい

る。 

[態] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりに関心をもち，音

楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に歌唱

の学習活動に取り組も

うとしている。 

 

5 

6 

曲想と音楽の構造と

の関わりを理解し

て，その魅力を味わ

おう（３） 

[知]曲想と音楽の構

造との関わりについ

て理解する。 

[思]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，曲や演奏

に対する評価とその

根拠について考え，音

楽のよさや美しさを

味わって聴く。 

[態]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，曲や演奏

に対する評価とその

根拠について考え，音

楽のよさや美しさを

味わって聴く学習に

主体的・協働的に取り

組む。 

[知] 曲想と⾳楽の構

造との関わりについて

理解している。 

[思] 音色，テクスチ

ュア，形式を知覚し，

それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受

しながら，知覚したこ

とと感受したこととの

関わりについて考える

とともに，曲や演奏に

対する評価とその根拠

について考え，音楽の

よさや美しさを味わっ

て聴いている。 

[態] 曲想と⾳楽の構

造との関わりに関心を

もち，音楽活動を楽し

みながら主体的・協働

的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしてい

る。 

7 

8 

混声三部合唱の響き

を味わって歌おう

（４） 

[知]声の音色や響き

及び言葉の特性と曲

種に応じた発声との

関わりを理解する。 

[技]創意工夫を生か

した表現で歌うため

に必要な発声，言葉の

発音，身体の使い方な

どの技能を身に付け

る。 

[思]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，曲にふさわしい歌

唱表現を創意工夫す

る。 

[態]歌唱表現に関わ

[知] ⾳素材の特徴及

び⾳の重なり⽅や反

復，変化，対照などの

構成上の特徴につい

て，表したいイメージ

と関わらせて理解して

いる。 

[技] 創意⼯夫を⽣か

した表現で歌うために

必要な発声，⾔葉の発

⾳，⾝体の使い⽅など

[思] 音色，リズム，

テクスチュア，構成を

知覚し，それらの働き

が生み出す特質や雰囲

気を感受しながら，知

覚したことと感受した

こととの関わりについ

て考え，曲にふさわし

い歌唱表現としてどの

ように表すかについて

思いや意図をもってい

[態] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりに関心をもち，音

楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に歌唱

の学習活動に取り組も

うとしている。 

 



る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，曲にふさわしい歌

唱表現を創意工夫す

る学習に主体的・協働

的に取り組む。 

の技能，全体の響きや

各声部の声などを聴き

ながら他者と合わせて

歌う技能を身に付け，

歌唱で表している。 

る。 

9 

10 

歌詞の内容を味わっ

て表現しよう 

（６） 

[知]声の音色や響き

及び言葉の特性と曲

種に応じた発声との

関わりを理解する。 

[技]創意工夫を生か

した表現で歌うため

に必要な発声，言葉の

発音，身体の使い方な

どの技能を身に付け

る。 

[思]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，曲にふさわしい歌

唱表現を創意工夫す

る。 

[態]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，曲にふさわしい歌

唱表現を創意工夫す

る学習に主体的・協働

的に取り組む。 

[知] ⾳階や⾔葉など

の特徴及び⾳のつなが

り⽅の特徴について，

表したいイメージと関

わらせて理解してい

る。 

[[技] 創意⼯夫を⽣か

した表現で歌うために

必要な発声，⾔葉の発

⾳，⾝体の使い⽅など

の技能，全体の響きや

各声部の声などを聴き

ながら他者と合わせて

歌う技能を身に付け，

歌唱で表している。 

[思] 音色，旋律，テ

クスチュア，強弱を知

覚し，それらの働きが

生み出す特質や雰囲気

を感受しながら，知覚

したことと感受したこ

ととの関わりについて

考え，曲にふさわしい

歌唱表現としてどのよ

うに表すかについて思

いや意図をもってい

る。 

[態] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりに関心をもち，音

楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に歌唱

の学習活動に取り組も

うとしている。 

11 

12 

曲の構成を理解し

て，曲想を味わおう

（７） 

[知]曲想と音楽の構

造との関わりについ

て理解する。 

[思]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，音楽表現

の共通性や固有性に

ついて考え，音楽のよ

さや美しさを味わっ

て聴く。 

[態]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，音楽表現

の共通性や固有性に

ついて考え，音楽のよ

さや美しさを味わっ

て聴く学習に主体的・

協働的に取り組む。 

[知] 曲想と⾳楽の構

造との関わりについて

理解している。 

 

[思] 音色，リズム，旋

律，形式，構成を知覚

し，それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を

感受しながら，知覚し

たことと感受したこと

との関わりについて考

えるとともに，曲や演

奏に対する評価とその

根拠について考え，音

楽のよさや美しさを味

わって聴いている。 

[態] 曲想と⾳楽の構

造との関わりに関心を

もち，音楽活動を楽し

みながら主体的・協働

的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしてい

る。 

 

１ 

 

 

歌舞伎「勧進帳」（３） [知] 我が国や郷土の

伝統音楽及び諸外国

の様々な音楽の特徴

と，その特徴から生ま

れる音楽の多様性に

ついて理解する。 

[思] 鑑賞に関わる 

知識を得たり生かし

たりしながら，音楽表

現の共通性や固有性

について考え，音楽の

よさや美しさを味わ

って聴く。[態] 鑑賞

に関わる知識を得た

り生かしたりしなが

[知] ⾳楽の特徴とそ

の背景となる⽂化や歴

史，他の芸術との関わ

りについて理解してい

る。 

[思] 音色，リズム，

速度，旋律を知覚し，

それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受

しながら，知覚したこ

とと感受したこととの

関わりについて考える

とともに，曲や演奏に

対する評価とその根拠

[態] ⾳楽の特徴とそ

の背景となる⽂化や歴

史，他の芸術との関わ

りに関心をもち，音楽

活動を楽しみながら主

体的・協働的に鑑賞の

学習活動に取り組もう

としている。 



ら，音楽表現の共通性

や固有性について考

え，音楽のよさや美し

さを味わって聴く学

習に主体的・協働的に

取り組む。 

について考え，音楽の

よさや美しさを味わっ

て聴いている。 

2 オペラに親しみ，そ

の魅力を味わおう

（３） 

[知]音楽の特徴とそ

の背景となる文化や

歴史，他の芸術との関

わりについて理解す

る。 

[思] 鑑賞に関わる 

知識を得たり生かし

たりしながら，生活や

社会における音楽の

意味や役割について

考え，音楽のよさや美

しさを味わって聴く。

[態] 鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，生活や社

会における音楽の意

味や役割について考

え，音楽のよさや美し

さを味わって聴く学

習に主体的・協働的に

取り組む。 

[知] 曲想と⾳楽の構

造との関わりについて

理解している。 

[思] 音色，旋律，テ

クスチュアを知覚し，

それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受

しながら，知覚したこ

とと感受したこととの

関わりについて考える

とともに，曲や演奏に

対する評価とその根拠

について考え，音楽の

よさや美しさを味わっ

て聴いている。 

[態] 曲想と⾳楽の構

造との関わりに関心を

もち，音楽活動を楽し

みながら主体的・協働

的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしてい

る。 

3 歌詞の内容を生かし

て、合唱をしよう

（４） 

[知]声の音色や響き

及び言葉の特性と曲

種に応じた発声との

関わりを理解する。 

[技]創意工夫を生か

した表現で歌うため

に必要な発声，言葉の

発音，身体の使い方な

どの技能を身に付け

る。 

[思]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，曲にふさわしい歌

唱表現を創意工夫す

る。 

[態]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，曲にふさわしい歌

唱表現を創意工夫す

る学習に主体的・協働

的に取り組む。 

[知] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりについて理解して

いる。 

[技] 創意⼯夫を⽣か

した表現で歌うために

必要な発声，⾔葉の発

⾳，⾝体の使い⽅など

の技能，全体の響きや

各声部の声などを聴き

ながら他者と合わせて

歌う技能を身に付け，

歌唱で表している。" 

 

[思] 音色，旋律，テク

スチュア，強弱を知覚

し，それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を

感受しながら，知覚し

たことと感受したこと

との関わりについて考

え，曲にふさわしい歌

唱表現としてどのよう

に表すかについて思い

や意図をもっている。 

 

[態] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりに関心をもち，音

楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に歌唱

の学習活動に取り組も

うとしている。 

 

 


